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1. はじめに 

 近年、ブロードバンドの普及に伴い幅広い年代

層にインターネットが浸透してきた．インターネ

ット利用者が情報検索を行う際、現在主にポータ

ルサイトが利用されているが、これらのポータル

サイトでは、キーワード検索や予めカテゴリー分

けされている情報を掘り下げる形で情報を絞り

込んでいくことが多い．したがって、膨大な検索

結果から自分が欲しい情報を探さなければなら

ない． 

 このような方法で検索して、ユーザが自分の要

求にあったサイトを見つけるには、多大な労力が

掛かる場合がある．そこで、ユーザは自分がもう

一度、もしくは頻繁に見たいと思ったサイトは

WEB ブラウザのブックマークに登録する．こうす

ることで、毎回検索する手間もなく簡単に同じ

WEB サイトを閲覧することが可能となる． 

 さらに最近では、オンラインブックマークとい

うサービスが提供されている[1][2]．オンライン

ブックマークとは、現在 WEB ブラウザについてい

るブックマーク機能をサイト上に実装したもの

であり、インターネット環境があればどこからで

も自分のブックマークを閲覧することができる． 

 

  

2. オンラインブックマークとタグによる検索 

2.1 オンラインブックマーク 

 オンラインブックマークではユーザは興味を

もったサイトを登録する傾向が強い．そのため、

自然とユーザが興味を持たない WEB サイトは淘汰

されていく． 

このような性質を持つオンラインブックマー

クサイトを利用することで、ユーザにとって有効

な WEB サイトを検索結果として得ることが容易に

なる． 

 現在、オンラインブックマークサービスでは分

類に従来の Web ディレクトリのような固定的・階

層的な分類法ではなく、ユーザが自由に設定でき

る「タグ」と呼ばれる単語やフレーズを利用して

いるものが多い．複数のユーザがそれぞれ 1つの

サイトに自由にタグをつけるという方法で分類

を行うことにより、自分と同じ関心を持つユーザ

のブックマークを閲覧することや、自分の思いつ

かなかった切り口により目的に合ったサイトを

発見することができる． 

 しかし、Flog[1]や kaiba.jp[2]などオンライン

ブックマークサイトに実装されているタグシス

テムを利用した検索は、検索されたタグが WEB サ

イトに 1つでもついていれば検索結果として出力

されてしまう．そのため多くの種類のタグがつけ

られている WEB サイトはそのすべてのタグの検索

結果として表示されてしまう．また、多くのユー

ザによく使用されるタグで検索を行った場合、ユ

ーザは膨大な量の検索結果のサイトから自分の

目的に合った WEB サイトを探さなければならない． 

そこで本研究では、オンラインブックマークサ

イト内における、タグを利用した WEB サイト検索

手法を提案する．本システムを利用することで、

タグシステムを利用しているオンラインブック

マークサイトにおいて、ユーザの要求にあったサ

イトを効率よく検索することが可能になる． 

図 1. システム構成 

 

2.2 タグによる検索 

タグを用いたオンラインブックマークサイト

を利用するには、まずユーザは WEB サイトを自分

で登録する．登録する際は、WEB サイトの URL と

WEB サイトを分類するための単語(タグ)を入力す
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る．各ユーザがタグで WEB サイトを分類すること

で、同じタグで登録された WEB サイトを検索する

ことができるようになる．さらに、多くのユーザ

が同じ WEB サイトに様々な種類のタグをつけるこ

とにより、様々な角度から目的にあった WEB サイ

トを見つけることができるようになる． 

本研究ではタグシステムを用いたオンライン

ブックマークサイト内での WEB サイト検索システ

ムの構築を試みた．本システムを利用するには検

索に使用するタグを２つ入力して行う．システム

は保存しているすべてのデータの中から入力さ

れた２つのタグのついた WEB サイトを、検索結果

として表示する． 

 

2.3 WEB サイト検索の優先度 

このシステムで問題となるのは 2つのタグを使

って抽出した後の WEB サイトの優先順位である．

抽出された WEB サイトには検索に使用したタグ以

外にも必要としていないタグがついている為、必

ずしもユーザが望むサイトであるとは限らない．

今回の方法では検索時にユーザが 2つのタグに重

みをつけて検索することで、検索結果の優先順位

を変化させる． 

 

本システムにおける WEB サイト検索方法は以下

のようなルールに従って行われる． 

 
(1) DB からユーザが検索時に入力した TagA お

よびTagBの両方のタグがついたWEBサイト
を検索対象とする． 

(2) 検索対象となった WEB サイトにつけられて
いるタグの数を集計し、上位 2つが TagA お
よび TagB である WEB サイトを抽出する． 

(3) 抽出されたWEBサイトにTagAもしくはTagB
をつけているユーザの数をそれぞれカウン
トし、その WEB サイトにおける TagA と TagB
の和を分母として TagA、TagB それぞれの割
合を求める． 

(4) (3)で計算した2つのタグの割合とユーザの
入力した2つのタグの割合を比較し（式(1)）、
類似度の高い順に検索された WEB サイトを
出力結果とする． 

 

 

(1) 

 

 

3. システム評価実験 

3.1 実験方法 

提案システムの評価をするため以下のような

実験を行った．まず似たようなカテゴリーの WEB

サイトの中から 50 サイトを選出し、各サイトに

適しているであろうタグを 5個ずつ選択肢として

用意する.そして 20人の被験者にこちらで用意し

たタグの中からサイトを分類するためのタグと

して最もふさわしいものを、5 つの中から１つ選

んでもらう．次に、このようにして集めた 50 サ

イトにつけられたタグのなかからサイトを検索

するための任意のタグを２つ選び、それらの割合

を選択することによって、抽出されたサイトの優

先度にどのような変化があるかを考察した． 

 

3.2 結果と考察 

 今回の実験で使ったサイトから「音楽」と「ア

ーティスト」というタグを用いて「音楽」から見

た割合を 2 割、4 割、7 割と変えて検索してみた

ところ「バンド」、「シンガー」、「アイドル」

のオフィシャルサイトが表１のような順番で検

索結果として表示された． 

 

表１. 実験結果 

 
 

2 つのタグと、その割合を利用することによっ

てサイトの属性を考慮した検索ができるように

なったが、今回の実験では被験者の数が少なかっ

たため、サイトにつけるタグが限定されていた．

今後さらに登録ユーザを増やし、ユーザが自由な

分類でタグをつけることによって、属性を考慮し

た検索が可能になると思われる。 

 

4. まとめと展望 

 本研究によって、各ユーザが WEB サイトにつけ

たタグの割合は WEB サイトの属性を表現する指標

の一つとして用いることが可能であることがわ

かった．今後の課題としては、上記のような特性

を利用することで、より効率的なサイトの検索ア

ルゴリズムを検討することがあげられる． 
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